
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご坊さんだより 
桑名別院 本統寺 

月 

第４４号 

発行所：桑名別院 

発行人：長澤隆司 

第  

回 

暁
天
講
座 

院
議
会(

臨
時
会)

 

合
同
清
掃 

仏
具
の
お
磨
き 

仏
華
講
習
会 

 

さ
る
７
月
17
日
～
21
日
ま
で
暁
天

講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。 

 

初
日
、
桑
名
市
は
局
地
的
豪
雨
に
見

舞
わ
れ
、
観
測
史
上
最
大
の
降
水
量
と

な
る
な
ど
、
各
地
で
冠
水
の
被
害
が
出

る
天
候
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
例
年
通
り 

一
〇
〇
人
以
上
の
方

が
連
日
訪
れ
、
中
に
は
二
〇
〇
人
を
超

え
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。
初
夏
の
早
朝

よ
り
、
た
く
さ
ん
の
ご
聴
講
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

さ
て
、
暁
天
講
座

の
期
間
中
、
本
堂
に

て
聞
法
す
る
、
そ
の

私
た
ち
の
御
下
に

も
蓮
の
華
が
咲
い

て
い
た
よ
う
な
気

が
い
た
し
ま
す
。 

暁
天
講
座
（
５
日

間
）
の
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
号
に

て
紹
介
い
た
し
ま

す
。
南
無
阿
弥
陀
仏 

 

ま
た
、
暁
天
講
座
の
実
行
委
員
を

は
じ
め
、
教
区
の
皆
さ
ま
方
よ
り
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
長
い
伝
統
と
な
る

暁
天
講
座
を
本
年
も
無
事
開
講
で

き
ま
し
た
こ
と
を
慶
び
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

本
講
座
開
講
の
挨
拶
に
て
、
輪
番

は
下
記
の
句
を
詠
み
、
次
の
よ
う
に

述
べ
ま
し
た
。 

「
阿
弥
陀
様
（
御
本
尊
）
は
必
ず
、

蓮
の
台
、
蓮
華
の
上
に
立
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
想
い
な
が

ら
、
夏
の
早
朝
、
別
院
の
池
に
咲
い

て
い
る
蓮
華
を
眺
め
て
い
ま
す
と
、

一
つ
一
つ
の
蓮
華
の
上
に
阿
弥
陀

様
が
立
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う

な
尊
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。」 

 

 
 

さ

る

７

月

30
日
、
桑
名
別

院
に
て
院
議
会

（
臨
時
会
）
を
聞

光
殿
に
て
開
催
。

現
在
計
画
策
定

中
の
「
三
重
教

区
・
桑
名
別
院
宗

 

さ
る
７
月
16
日
、
本
年
度
第
１
回
目
と

な
る
仏
華
講
習
を
行
い
ま
し
た
。 

前
年
度
か
ら
の
参
加
者
を
中
心
に 

夏
季
な
ら
で
は
の
華
立
て
を
探
究
し
ま

し
た
。
次
回
は
９
月
17
日
に 

開
催
予
定
で
す
。
詳
細
は 

▼ 

 

 

さ
る
７
月
９
日
、
午
前
８
時
頃
よ
り

３
時
間
程
に
わ
た
っ
て
、
桑
名
組 

門
徒
会
、
ま
た
別
院
婦
人
会
合
同
に

て
境
内
の
草
刈
り
な
ど
清
掃
奉
仕
を

行
い
ま
し
た
。 

さ
る
７
月
３
日
、
盂
蘭
盆
会
法
要

や
、
暁
天
講
座
の
開
講
に
先
立
ち
、 

仏
具
の
お
磨
き
を
行
い
ま
し
た
。 

 

７
月
上
旬
は
や
く
も
猛
暑
が
続
く

中
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
エ
ア
コ
ン

が
あ
る
聞
光
殿
に
て
行
い
ま
し
た
。 

 

暁天の はちすの華に 阿弥陀さま 

※ 

は
ち
す
・
・
・ 

蓮 (

ハ
ス)

の
こ
と
。
花
托
部
分
が
「
ハ
チ
の
巣
」
に
似
て
い
る
た
め
、
古
く
か
ら
呼
ば
れ
て
い
る
呼
び
名
。 

 

※  

 

常連のメンバーには「桑名別院」と「個人名」の 

刺繡が入った共通ユニフォームを今後支給予定。 

別院華立を担う、新組織の構成を推進中です。 

祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立

教
開
宗
八
百
年
事
業
計
画
（
案
）
」
に
つ

い
て
、
桑
名
別
院
院
議
会
議
員
よ
り 

慎
重
審
議
を
い
た
だ
き
、
計
画
（
案
）

は
全
会
一
致
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
懇
志
と
し
て
別
院
に
納
め
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
対
応
を
し
た
者
が
恐
縮

し
て
い
る
と
、「
法
話
で
は
わ
た
し
が

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
る
の
だ 

か
ら
」
と
力
強
く
言
葉
を
つ
け
加
え

て
お
ら
れ
た
お
姿
も
深
く
印
象
に 

残
っ
て
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
は
、
こ
の
た
び
の
ご
葬

儀
に
対
す
る
ご
香
儀
を
真
宗
大
谷
派

本
山
、
桑
名
別
院
、
同
朋
大
学
に
納
め

て
ほ
し
い
と
い
う
本
人
の
願
い
が
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
、
葬
儀
後
に
西
恩

寺
住
職
様
よ
り
教
化
の
た
め
に
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
と
共
に

多
額
の
懇
志
を
賜
り
ま
し
た
。 

そ
れ
ら
の
お
姿
を
真
似
し
よ
う
と

も
、
真
似
す
べ
き
と
も
言
う
わ
け
で

な
く
、
そ
の
お
姿
に
何
を
感
じ
て
、 

受
け
取
り
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
、 

そ
こ
に
重
要
な
気
づ
き
が
あ
る
よ
う

な
気
が
い
た
し
ま
す
。（
編
集
） 

 

  

本
誌
１
ペ
ー
ジ
の
暁
天
講
座
の
ご
報
告

に
戻
る
形
に
も
な
り
ま
す
が
、
三
重
教
区
会

議
長
の
員
辨
暁
氏
（
員
弁
組
圓
光
寺
住
職
）
が
、 

 

第
59
回
暁
天
講
座
閉
講
の
挨
拶
に
て
紹
介

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
桑
名
別
院
報
恩
講
で

の
池
田
勇
諦
氏
の
質
疑
応
答
場
面
の
言
葉

を
ひ
と
つ
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 質
問
者 

「念
仏
し
て
ど
う
な
り
ま
す
か
」 

池
田
勇
諦
氏 

「変
わ
る
よ
う
で
変
わ
ら
な
い
。 

変
わ
ら
な
い
よ
う
で
、
変
わ
る
。
」 

 

訃

報 
６
月
29
日
、
池
田
勇
諦
氏
（
三
重
教
区
桑
名

組
西
恩
寺
前
住
職
）
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

90
歳
で
あ
り
ま
し
た
。 

７
月
３
日
19
時
よ
り
通
夜
、
７
月
４
日

11
時
よ
り
西
恩
寺
に
て
葬
儀
が
執
り
行
わ

れ
、
喪
主
の
池
田
徹
氏
（
西
恩
寺
住
職
）
か

ら
の
お
話
で
は
肺
が
ん
が
脳
に
転
移
し
た

こ
と
に
よ
る
脳
腫
瘍
が
原
因
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。 

通
夜
・
葬
儀
に
は
全
国
か
ら
多
く
の
参
列

者
が
集
い
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
も
、 

そ
れ
ぞ
れ
が
恩
師
か
ら
い
た
だ
い
た
恩
徳

を
胸
に
、
ま
た
共
に
学
ん
だ
同
志
と
の
再
会

に
、
多
く
の
願
い
を
確
か
め
合
い
、
共
有
す

る
場
が
生
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

桑
名
別
院
に
お
き
ま
し
て
、
最
後
に
ご
法

池田勇諦氏  桑名別院 
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
は
、
昨
年
12
月

23
日
の
「
桑
名
別
院
報
恩
講
」
御
満
座
の 

法
座
と
な
り
ま
す
。
晩
年
、
持
病
を
抱
え
な

が
ら
も
１
座
で
も
多
く
、
一
人
で
も
多
く
の

方
と
お
互
い
に
法
座
の
ご
縁
が
結
ば
れ
ま

す
よ
う
に
と
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た 

こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。 

 池
田
勇
諦
氏
と
桑
名
別
院
の
関
係
は 

 

と
て
も
深
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す 

 
 

池
田
勇
諦
氏
は
４
歳
頃
の
と
き
か
ら
、 

桑
名
別
院
の
法
座
へ
参
る
こ
と
を
日
課
と

し
て
い
た
祖
母
の
手
引
き
役
（
視
力
を
失
っ

て
い
た
た
め
）
と
し
て
、
自
身
も
桑
名
別
院

へ
毎
日
お
参
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
町
に
戻
っ
て
は
、「
今
日
の
法
座

は
ど
ん
な
話
で
あ
っ
た
か
」
と
聞
く
者
に
対

し
て
、
法
座
の
内
容
を
ま
る
ま
る
覚
え
て
い

て
伝
え
た
り
、
解
釈
を
説
明
し
て
み
せ
た

り
、
そ
の
頃
か
ら
す
で
に
説
法
が
始
ま
っ
て

い
た
と
い
い
ま
す
。（
そ
の
こ
と
で
、
言
葉

は
適
切
で
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
周
り

は
「
神
童
」
と
呼
ん
で
い
た
と
か…

） 

勇
諦
氏
自
身
も
、
そ
の
こ
と
（
桑
名
別
院

が
生
活
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
）
が
、
仏
教
に

出
遇
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
出
発
点
、
仏
門
で

あ
っ
た
と
、
桑
名
別
院
へ
来
院
の
折
に
は 

何
度
も
語
ら
れ
、
常
に
深
謝
し
て
お
ら
れ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
特
別
な
思
い
は

言
葉
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

一
つ
は
桑
名
別
院
で
の
報
恩
講
御
満
座

の
法
話
を
20
年
以
上
、
ま
た
第
50
回
の
節

目
と
な
る
暁
天
講
座
の
最
終
日
や
真
宗
公

開
講
座
（1

9
9

0

年
・2

0
0

7

年
）
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
ご
法
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
の
度
に
法
礼
の
す
べ
て
を
そ
の
ま

最
後
に
、
前
年
度
報
恩
講
で
の
法
話
概
要

（
編
集
者
の
受
け
と
め
）
を
再
度
掲
載
し
ま
す
。 

 

命
よ
り
大
切
な
も
の
は
な
い
と
い
う

こ
と
も
一
つ
事
実
で
す
が
、
自
我
で
生
き

る
私
は
、
命
よ
り
大
切
な
も
の
に
出
遇
わ

な
け
れ
ば
命
そ
の
も
の
を
無
駄
に
、 

 

無
為
に
し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

仏
法
が
深
ま
る
と
は
、
問
題
が
深
ま
る

こ
と
。
個
の
存
在
と
し
て
の
本
来
の 

 

私
（
方
便
法
身
）
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
る 

阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
、
私
た
ち
は
聞
い
て

い
る
か
、
聞
く
身
に
な
れ
た
か
、聞
こ
え
た
か
。  

 
 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

御
礼
（西
恩
寺HP

） 

1934 年生まれ。大谷大学大学院修士課程修了。 
真宗大谷派講師であり、教学を管轄する董理院院長。宗務顧問。 
同朋大学名誉教授。三重教区桑名組西恩寺前住職。 
 
 
 

 

2024 年 12 月 23 日  
桑名別院 報恩講 
 
 
 

2023

年
12
月
23
日
桑
名
別
院 

報
恩
講 

  



 

 

 

 

 ｘ 

 

   

 

 

 

両日、桑名別院前の寺町商店街にて開催予定の  

イベント「びっくり夜店」に併せて、桑名別院も夜間

特別参拝、境内のライトアップを実施します。 

また、本年は教区・別院の慶讃事業として、境内に

てナイトマルシェ、ワークショップが行われます。  

商店街では教区仏青による「ぼうずバー」も☆ 

 

 

◇ 晨朝（おあさじ）  毎日 7:00～ 

◇ 祥月経        毎日 9:00～ 

毎月 13、28 日は 13:00～、31 日は前日に兼ねます。 

また、今月 15 日、16 日は前日に兼ねます。 

 

  

  

◇ お夕事            毎日 16:00～ 

◇ 御命日のお参り  

先門首  13 日 / 親鸞聖人  28 日 

 
 

◇ 御歴代御命日   
８月 1３日(水) 證如上人 第 10 代 

 

 

◇ 人生講座   会費 500 円 

  ８月３日（日） 7:00 ～ 8:00 

講師  渡邊 誉氏           
(多度町 西願寺 衆徒） 

 

 
 
◇ 同朋の会 【正信偈のことばにふれる⑮】 

  ８月８日（金）13:00～15:00 会費 500 円 

講師 長澤 隆司 

    （桑名別院 輪番） 

 

    
◇ 桑名別院法話のつどい  

８月１３日（水）13:00～15:00 

講師 星川 佳信 氏 
       （菰野町 大圓寺 住職） 

◇ 親鸞聖人御命日のつどい  
８月２８日（木）13:00～15:00 

講師 岡田 豊 氏 
       （鈴鹿市 傳善寺 住職） 

◇ 晨朝法話  
毎朝 7:00 からの勤行後  
法話 別院列座（１3 日、28 日の御命日は輪番） 

  
 

 

桑名別院 本統寺 

▶ 三重県桑名市北寺町４７番地 

▶
▶ ▶
▶

 

※ 毎月第一金曜日開講。 

次回９月５日(金) 講師 長澤 隆司（桑名別院 輪番） 

 

  
 
 

※毎月第１日曜日開講。 

９月７日(日) 講師 石川 加代子 氏 (多度町 西方寺 坊守) 

 

 

 

法話(又は講演)のご案内 法要(お勤め)のご案内 

他の時間に祥月経をご希望の方、 
または年忌等、各種お参りをご希望の方は 
寺務所までお問い合わせください。 
 

前 日：13:00 より逮夜  
御命日：7:00 より晨朝、9:00 より日中 

 

前 日：1３:00より逮夜 (先門首の法要と兼ねる) 
御命日： 7:00より晨朝 ９:00より日中 ( 〃 ) 

 

墓地総経  

８月 1３日(水) 13:0０～（兼祥月経） 

   

            

その他（８月の予定） 

 

◆  婦人会清掃奉仕活動 

   ８月６日(水) ８:00～10:00 
 
◆ 福島プロジェクト (８月１６日～２１日)  

８月１８日～２１日  別院宿泊 １８日夕食づくり （別院婦人会：有志） 
 
▶ 暁天講座実行委員会 (反省会) 会場：庫裡  

８月  ２１日 ( 木 )  14:00～16：0０頃まで  

 

  ★ 夜間参拝 ＆ ライトアップ   

           ナイトマルシェ ＆ ワークショップ   

８月  2 9日 (金) 、3 0日 (土)   18:00～21:00 頃 

 

 

▶ 会議について、該当者にはすでにご案内をお送りしております 

本堂にて、境内墓地の総経をお勤めいたします。 
ぜひとも、お盆のお墓参りと併せてお参りください。 

お 知 ら せ 

◎ 別院事務所お休みについて  
８月１２日（火）～１５日（金）まで別院寺務手続きは 

お休みとさせていただきます。※土日祝日もお休み                        

 

◎ 今後（９月の予定）について  
９月 ４日（木）仏具のお磨き 

１０日（水）婦人会清掃奉仕活動 

１７日（水）仏華講習会 

20日(土)～26日(金) 秋季彼岸会法要                        
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